
各
区
に
対
し
20
万
円
の
補
助
額
だ

が
、
区
民
の
人
数
等
に
違
い
が
あ

る
と
思
う
が
。

Q
総
務
課
長

当
初
は
、
立
ち
上
げ
の
た
め
一
律

と
考
え
て
い
る
。
対
象
人
数
が
異
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

次
年
度
以
降
も
補
助
金
は
継
続
し
、
防
災
資

材
の
購
入
や
防
災
士
の
資
格
取
得
の
助
成

金
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

元
年
度
分 

・一
部
抜
粋
議
長
を
除
く
議
員
全
員（
13
名
）で
構
成
さ
れ
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
新
年
度
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

Q&AA
行
政
区
自
主
防
災

組
織
補
助
金

金
額
は
一
律
か
？

現
在
、
様
々
な
事
業
を
し
て
い
る

が
、
予
算
を
か
け
て
で
も
、
も
う

少
し
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
斬
新
な
も
の
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

Q
須
恵
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業

今
後
の
方
法
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長

今
後
、
町
の
P
R
強
化
と
し
て
、

さ
ら
な
る
情
報
発
信
を
め
ざ
し
、
広
報
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

A

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

返
礼
品
の
割
合
は
？

返
礼
品
は
寄
附
額
の
３
割
以
内
と

な
っ
て
い
る
が
。

返
礼
品
の
う
ち
、
須
恵
町
の
特
産

で
あ
る
養
生
み
そ
を
選
ば
れ
る
方

が
少
な
い
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
P
R
が
必

要
で
は
。

QQ
ま
ち
づ
く
り
課
長

須
恵
町
は
３
割
以
内
を
守
っ
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方

に
養
生
み
そ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
課・地
域
振
興
課
と
も
協
力
し
て

P
R
し
て
い
き
た
い
。

AA

中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

注
文
方
法
の
改
善
は
？

現
在
の
注
文
方
法
が
、
２
か
月
前

に
申
し
込
み
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
短
く

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
短
く
な
れ
ば
、

保
護
者
も
利
用
し
や
す
く
な
り
、
注
文
も

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

Q
子
ど
も
教
育
課
長

こ
の
２
ヶ
月
前
と
い
う
の
は
、
校
納

金
と
同
時
に
お
弁
当
代
を
口
座
か
ら
引
き
落

と
す
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
事
務
者
が
現
金
を
取
り
扱
う
こ
と
、
ま
た
、

前
払
い
に
す
る
こ
と
で
未
納
を
防
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
た
だ
、
も
っ
と
多
く
の
方
が
利
用
し
や
す

い
も
の
に
す
る
た
め
、
注
文
方
法
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

自主防災組織の
育成等に関する

条例

須恵町への
ふるさと応援寄附金は

こちらから
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各
会
計
と
も
、
年
度
末
の
決
算
見
込
額

に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

基
金
の
取
り
崩
し
は
行
わ
れ
ず

　
決
算
見
込
み
の
結
果
、２
億
３
０
０
０
万

円
の
全
額
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、基
金
残
高（
財
政
調
整
基
金・

減
債
基
金
の
合
計
）は
、
約
27
億
３
８
７
１
万

円
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
７
２
９
万
円
を
追
加

　
総
額
　
31
億
６
４
１
４
万
円

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
２
０
５
１
万
円
を
追
加

　
総
額
　
３
億
４
９
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
３
１
１
万
円
を
追
加

　
総
額
　
11
億
９
２
０
８
万
円

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
９
万
円
を
減
額

　
総
額
　
８
４
９
０
万
円

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
収
益
的
収
入
　
　
６
０
０
万
円
を
追
加

　
　
　
　
支
出
　
　
４
９
５
万
円
を
減
額

　
資
本
的
収
入
　
　
６
０
０
万
円
を
追
加

　
　
　
　
支
出
　
　
４
５
０
万
円
を
減
額

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

その他の

議 案
３ 月 定 例 会一

般
会
計

１
億
５
９
７
２
万
円
を
減
額

総
額
87
億
２
４
１
万
円

︵
全
員
賛
成
で
可
決
︶

平
成
30
年
度
補
正
予
算

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

そ の 他 の 採 決 結 果
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員
退職手当組合規約の変更
（組織する 4つの組合が解散により脱退し、新たに、ふくおか県央環境広域施設組合が加入）

全員賛成で可決

須恵町ふるさと応援基金条例の制定
（須恵町ふるさと応援寄附金を適正に管理し、寄附者の意向を反映した施策に活用するための条例制定） 全員賛成で可決
須恵町森林環境譲与税基金条例の制定
（森林環境譲与税が創設されたことにともない、森林整備およびその促進事業に活用するための条例制定） 全員賛成で可決
須恵町有給職員旅費支給条例の全部改正
（国家公務員等の旅費に関する法律に準じ、厚生労働省への職員派遣に対応する規定を追加） 全員賛成で可決
須恵町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
（須恵町有給職員旅費支給条例の全部改正にともなうもの） 全員賛成で可決
須恵町財政調整基金条例の一部改正
（財政調整基金に属する現金の一部を有価証券に代えることを可能にし、今後の財源の安定的な確保を図る） 全員賛成で可決
町道路線の認定
（町道路線網の整備を図るため、２路線〈植木字松ヶ音、須恵字汐井掛〉を新規認定） 全員賛成で可決
須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
（人事院規則の一部が改正されたことにともなうもの） 全員賛成で可決
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
（厚生労働省への職員派遣にともない、東京都特別区の地域手当支給率を追加） 全員賛成で可決
須恵町税条例の一部改正
（身体障害者等に対する軽自動車税の減免範囲の拡大） 全員賛成で可決
須恵町国民健康保険税条例の一部改正
（国民健康保険税の税率の改定） 賛成多数で可決
葬祭場使用料の一部助成に関する条例の一部改正
（北筑昇華苑組合立北筑昇華苑条例の一部改正にともなうもの） 全員賛成で可決
須恵町上水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基
準に関する条例の一部改正
（水道法施行規則の一部改正にともなうもの）

全員賛成で可決

須恵町政治倫理条例の一部改正
（町議会議員の政治活動について、規範の追加） 賛成多数で可決議員提案
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